
◆　プ　ロ　グ　ラ　ム　◆

１．地球環境・資源・廃棄物問題の抜本的解決のために

1-1. 石油由来合成高分子化合物が内包する地球環境・資源・廃棄物問

      題とは

　1) 原料枯渇問題…50年後に枯渇、そこに至る迄に需給関係から価格高

     騰必至

　2) 地球温暖化問題…焼却に伴う温暖化ガスの増大

　3) 廃棄物問題…海洋プラスチック汚染問題等

1-2. 海洋プラスチック汚染の実態と生分解性プラスチックの役割

　1) 海洋プラ濃度の経年変化（累積増加）曲線

　2) 海洋汚染問題に対する短期的視点と長期的（グローバルな）視点

　3) 海洋自然生態系が許容し得る分解速度、ポジティブ・コントロールとは？

　 ・ 地球上に生命が誕生して38億年、地球はなぜ廃棄物で埋もれなかっ

     たのか？

1-3. バイオプラスチックの識別表示制度と環境負荷低減効果

　1) 日本バイオプラスチック協会（JBPA）識別表示制度（2021年9月改定）

　　① 生分解性プラ　② 生分解性バイオマスプラ　③バイオマスプラ

　2) カーボン・フットプリント…LCAによる環境負荷の客観的・定量的評価

1-4. 世界の法規制、グリーンガイド指針、業界動向

２．バイオベース・プラットホームケミカルと

                                          バイオリファイナリー最前線

2-1. バイオマス資源

　1) 可食バイオマス…デンプン（トウモロコシ）や廃糖蜜（サトウキビ）

　2) 非可食バイオマス…リグノセルロース（茎や葉、雑草、稲わら、廃木材）、

     ヒマシ油、廃植物油、その他

2-2. 非可食バイオマスファイナリーとプラットフォームケミカル

　1) シュガープラットフォーム…セルロース系糖質から微生物発酵又は触媒

     化学的手法により化学品を得る

　　① 分解酵素（セルラーゼ）法…酵母や乳酸菌による発酵生産

       （エタノール、乳酸）

　 ・ 酵素生産、糖化、発酵の生化学的過程をすべて統合化した

     CBP(Consolidated Bioprocessing)とは？

　　② 超臨界加水分解法…Plantrose®/Renmatix社の触媒化学的バイ

       オリフォーミング（パラキシレン）

　2) 合成ガス（CO, H2）プラットフォーム…低酸素下の熱分解ガスから化

     学品を得る

　 ・ 微生物触媒によるエタノール生産、微生物による排ガス発酵技術とは？

　3) バイオマスナフサ調製法と誘導化学品…廃植物油の高温熱分解から

     得るバイオマスナフサのクラッキング（エチレン等）

2-3. バイオベースモノマー又は中間体

　1) C2…エチレングリコール（EG）

　2) C3…グリセリン、乳酸、1.3-プロパンジオール（PDO）、3-ヒドロキシプロ

     ピオン酸(3-HP)、アクリル酸

　3) C4…コハク酸、1,4-ブタンジオール（BDO）、γ-アミノ酪酸（GABA）

　4) C6…ソルビトール、イソソルバイド、フランジカルボン酸（FDCA）、アジ

     ピン酸

　 ・ 北海道大学が従来法の限界を突破する画期的な高効率FDCA新規

     化学合成法を開発

　5) C8…p-キシレン（PX）　　6) C10…セバシン酸　7) C18…リシノール酸

３．バイオプラスチックの最新動向

3-1. バイオポリエチレン（bio-PE）

3-2. バイオポリプロピレン（bio-PP）

3-3. バイオポリエステル（bio-PES）

　1) 生分解性バイオポリエステル

　① ポリ乳酸（PLA）

　 ・ 生分解性（堆肥化またはバイオマス発電可能）と長期使用耐久性（構造

     材料）の両面展開が可能な唯一のバイオプラスチック

　 ・ 非可食木材パルプからのセルロース系糖質を原料にPLA生産技術開発

    （王子HD）

　 ・ 世界的にPLA生産設備の新設・増産計画が相次ぐ（約50万トン／年）

　② ポリブチレンアジペート・テレフタレート（PBAT）

　③ ポ リブチレンサクシネート系（PBS, PBSA）

　④ 微生物産生ポリエステル系（PHBV, PHBH）

　⑤ その他（デンプン系, PGA, PEST）

　2) 非生分解性バイオポリエステル

　① バイオポリエチレンテレフタレート（bio-PET）

　 ・ RenmatixのPlantrose®を用いたVirentのBioReforming プロセスに

    よるバイオパラキシレンの生産が主流に！？

　② ポリトリメチレンテレフタレート（PTT）

　③ ポリエチレンフラノエート（PEF）

　 ・ 化学構造…植物由来フランジカルボン酸（FDCA）から成るバイオポリエ

     ステル

　 ・ 基本特性…PET対比で優れたガスバリア性と耐熱性

3-4. バイオポリアミド（bio-PA）

　① ポリアミド11…最も歴史の古い古典的なバイオポリアミド

　② ポリアミド10T

　 ・ 化学構造…1,10デカンジアミンとテレフタル酸の重合体

　 ・ 基本特性…超高耐熱性…Tg/Tm:160/314(℃), DTUL(1.8MPa)＞

     300℃、低吸水率耐薬品性、耐摩耗性、電気特性に優れた次世代スー

     パーエンプラ

3-5. バイオポリカーボネート（bio-PC）

　 ・ 化学構造…植物由来複素環式ジオールのイソソルバイドから成るバイオ

     ポリカーボネート

　 ・ 基本特性…光学特性、表面硬度、耐候性・耐光性、耐衝撃性や耐薬品

     性に優れた新規エンジニアリング・プラスチック

４．質疑・応答

セミナーご案内 関連部署へご回覧願います

【講師】 CS高分子学会フェロー　工学博士　望月　政嗣 先生
元 ユニチカ（株）事業開発部長, 京都工芸繊維大学特任教授

0612 (開催日)サイト内検索

●申込先　　　　　　　　　　　

〒108－0014　東 京 都 港 区 芝4 - 5- 1 1 - 5Ｆ

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３ － 6 4 3 5 － 1 1 3 8
FAX：0 3 － 6 4 3 5 － 3 6 8 5

Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ ： t h @ t h p l a n . c o m

TH企画 →

株式会社 ＴＨ企画

【講師の言葉】

昨今の地球環境・資源・廃棄物問題の背景下、再生可能なバイオマスを原料とするバイオプラスチックの開発が進められる中で、これ

まで原料としてはコーン等の食料資源が用いられてきたが、近年は食料問題と競合しない非可食バイオマスを原料とするバイオプラの開

発が活発化している。例えば、次世代バイオプラと世界的に新設・増産計画が相次ぐポリ乳酸（PLA）に関しても、最近日本で木材パル

プから酵素法によるセルロース系糖質の乳酸発酵によるPLAの画期的な製造法が報道されている。また、世界的には木質・草本系バイオ

マスからパラキシレンを経て100％バイオベースPETの開発と実用化が進展しつつある。

本講では、これら非可食バイオマスを原料とする新しいバイオリファイナリーの現状と将来展望を交えながら、次世代バイオプラスチ

ックとして期待される有力素材・技術・市場開発の最前線を踏査する。

研究開発に役立てるための

環境・資源・廃棄物の課題、資源循環型社会に向けた業界・法規制動向、非可食バイオベース・モノマー、
 化学品の最新開発動向・技術的課題、新規バイオプラスチックの開発動向・基本特性、
  用途・製品・市場開発動向について、豊富な経験に基づき詳しく解説する特別セミナー！！

【習得知識】１）環境・資源・廃棄物の課題　　　　２）地球環境保全・持続的な資源循環型社会に向けた業界・法規制動向

                  ３）非可食バイオベース・モノマーや化学品の最新開発動向・技術的課題

                  ４）新規バイオプラスチックの開発動向と基本特性、用途・製品・市場開発動向 など

【受講形式】 WEB受講のみ　※本セミナーは、Zoomシステムを利用したオンライン配信となります。

【受講対象】 ・生分解性プラスチック・バイオプラスチック・ポリ乳酸に関連する技術者

　                   自動車・電気・電子分野・スポーツ分野 など

                   ・生分解性プラスチック・バイオプラスチック・ポリ乳酸に関連する分野のマーケティング担当者、事業企画担当者、経営者　など

【予備知識】 特に必要ありません。

◆日　時：　2024年6月12日 (水) 10：00～16：00

◆会　場：　WEB受講のみ (Zoomシステム)
※１週間の録画視聴あり （当日都合の悪い場合は、録画視聴にて受講可能）

　　◆受講料： （消費税等込）      　　　　　  　        １名：49,500円
　　　　　　　　　　　　   同一セミナー同時複数人数申込の場合　１名：44,000円

●申込書

会社名

TEL

受講者名

E-mail

振り込み
予定

〒 住所

FAX

正式所属 正式所属

受講者名

E-mail

通信欄

・2024年6月12日 (水) ｢可食から非可食バイオマス原料への転換が進む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次世代バイオプラスチックの最新開発動向｣



可食から非可食バイオマス原料への転換が進む
次世代バイオプラスチックの最新開発動向

●お支払い方法
受講料は原則として開催前日までにお支払い願います。
経理上、受講料のお支払いがセミナー開催後になる場合は、
お支払日をお知らせ願います。
振り込み手数料は御社の御負担にてお願いします。

◆セミナーお申込要領

●申し込み方法
・弊社ホームページの申込欄又は、FAXかＥ-mailにて
　お申し込みください。
・折り返し、受講票、請求書、会場案内図をお送り致します。
・開催日の8日前以内のキャンセルは、お受け致しかねます
　ので、必要に応じ代理の方のご出席をお願いします。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を
　申し受けます。

h t t p ｓ : //www . t h p l a n . c o m/

詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。

Zoom
　セミナー !!

LIVE+アーカイブ

配信1週間視聴可

◆受講資料：　製本テキスト (受講料に含) 
※別途テキストの送付先1件につき、配送料1,210円（内税）

                  


